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現状収入支出

繰越金 300

会報
　2,451

母校支援
350

活動費
429

積立金
300

繰越金 556

入会金　
1,806運営賛助金 1,688

広告 270

利子・
　その他 21収入

支出
単位：千円

時
代
の
変
化
と

同
窓
会
の
活
性
考
え

　
旭
窓
会
会
長

田
中
　
健
司

　

会
員
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
旭
窓
会
の
活
動

に
ご
参
加
・
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

母
校
旭
高
校
は
、
２
０
１
１
年
に
創
立
60

周
年
を
迎
え
ま
す
。
伝
統
校
の
仲
間
入
り
が

で
き
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。
送
り
出
し

た
卒
業
生
は
２
２
，０
０
０
名
以
上
に
な
り
、

各
方
面
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
増
え
続
け
る
会
員

に
対
応
し
た
旭
窓
会
運
営
を
模
索
し
続
け
て

き
ま
し
た
。
50
周
年
を
機
に
導
入
し
た
運
営

賛
助
金
制
度
も
そ
の
1
つ
で
す
。
今
回
新
た

に
以
下
の
2
つ
の
改
正
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
提
案
す
る
規
約
改
正
は
、
時
代
の
変

化
の
中
で
同
窓
会
が
継
続
し
て
活
動
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
変
化
を
今
回
の

改
正
で
全
て
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
運
営
に
も
熟
慮
し
な
が
ら
、
母
校
の

発
展
と
会
員
の
親
睦
の
た
め
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
別
記
の
改
正

趣
旨
文
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
の
規
約
改
正
の
柱
は
、
年
会
費
（
協

力
金
）
制
度
の
導
入  

と  

学
年
理
事
幹
事

会
の
活
性  

で
す
。
そ
も
そ
も
、
同
窓
会
は
ど

う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
き
く
分
け
て
、

①
会
報
「
旭
窓
」
発
行

②
同
期
会
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
等
、
同
窓
生
の

　
親
睦
に
対
し
て
の
支
援

③
母
校
へ
の
支
援

④
会
員
の
住
所
管
理

⑤
入
会
金
、
運
営
賛
助
金
、
周
年
基
金
等
の

　
同
窓
会
会
計
管
理

で
す
。

　

会
長
が
任
命
し
た
役
員
、
事
務
局
で
同
窓

会
本
部
と
し
、
月
例
の
事
務
局
会
議
や
定
例

役
員
会
で
協
議
し
、
年
度
ご
と
の
学
年
理
事

幹
事
会
と
総
会
で
報
告
、
協
議
、
承
認
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
本
部
は
他
に
、
母
校
と
の
協
議
会

や
学
校
行
事
へ
の
参
加
、
現
役
生
徒
会
役
員

と
の
懇
談
、
各
期
同
期
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

へ
の
出
席
等
、
幅
広
く
活
動
し
、
具
体
的
な

状
況
把
握
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

 　

同
窓
会
の
運
営
は
、
卒
業
時
に
入
会
金
を

徴
収
し
運
営
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
周
年
事

業
な
ど
必
要
な
場
合
に
は
、
会
員
の
皆
様
に

寄
付
を
呼
び
か
け
て
協
力
を
お
願
い
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、創
立
50
周
年
時
期
よ
り
、

少
子
化
の
影
響
で
各
期
の
卒
業
生
数
が
減
少

し
、
入
会
金
だ
け
で
は
会
の
運
営
を
ま
か
な

え
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
新
た
に
運
営
賛
助
金
制
度
を
導
入
し
、

会
員
の
皆
様
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

会
運
営
の
中
で
、
最
大
の
支
出
は
会
報

「
旭
窓
」
の
発
行
で
す
。
そ
の
中
で
も
、

会
員
へ
の
発
送
費
用
が
多
く
の
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
発
行
回
数
を
隔
年
に

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
閲
覧
で
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
下

記
の
点
か
ら
発
行
、発
送
を
続
け
て
い
ま
す
。

①
会
員
情
報
確
保
の
た
め
に

　

近
年
の
個
人
情
報
保
護
法
の
関
係
上
、
同

窓
会
名
簿
を
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、
定
期
的
な
会
員
情
報
の
維
持
、
確
保

に
は
会
報
の
発
送
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
発
送
数
の
５
％
の
変
更
情
報
が

あ
り
、
常
に
修
正
を
加
え
、
会
員
情
報
を
維

持
し
、
同
期
会
の
開
催
や
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

の
開
催
の
た
め
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
同
期
会
の
充
実
に
よ
り
、
住
所

等
個
人
情
報
の
更
新
・
管
理
が
進
み
、
ま
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き

た
場
合
に
は
変
更
も
可
能
で
す
が
、
現
状
は

会
報
発
送
で
の
会
員
情
報
の
把
握
、
修
正
、

更
新
の
た
め
に
、
毎
年
の
会
報
発
行
を
続
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
よ
り
充
実
し
た
母
校
支
援

　

先
年
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ま
す

と
、
毎
年
の
会
報
発
行
と
共
に
、
多
く
の
方

が
母
校
へ
の
具
体
的
支
援
の
充
実
を
希
望
さ

れ
て
い
ま
す
。
府
の
財
政
の
厳
し
い
中
、
母

校
の
教
育
環
境
の
充
実
に
、
同
窓
会
と
し
て

さ
ら
な
る
支
援
の
拡
大
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

③
運
営
賛
助
金
の
現
状

　

現
在
、
運
営
賛
助
金
は
、
全
会
員
の
約

４
％
、
約
600
名
前
後
の
方
が
協
力
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
啓
発
不
足
を
痛
感
し

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
各
世
代
、
多
く
の
会

員
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

年
会
費
（
協
力
金
）
制
と
し
、
現
状
の
寄

付
、
運
営
賛
助
金
制
度
も
継
続
し
、
財
政
的

基
盤
を
安
定
さ
せ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
会
の
運
営
経
費
に
つ
い
て
は
無
駄
を

省
き
、
有
効
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

 　

卒
業
時
に
各
ク
ラ
ス
か
ら
2
名
選
出
し
、

そ
の
中
か
ら
学
年
理
事
2
名
を
選
出
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
転
勤
や
、
家
庭
に
事
情
な
ど
、
卒

業
時
の
選
出
で
半
永
久
的
に
学
年
理
事
を
継

続
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
と
い
う
申
し
出
を

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
住
所
不
明
の
た
め
、

学
年
理
事
不
在
の
期
も
存
在
し
ま
す
。
同
期

会
の
お
世
話
役
の
方
に
学
年
幹
事
を
お
願
い

し
、
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
学
年
同
期
会

開
催
時
の
名
簿
発
行
な
ど
、
個
人
情
報
の
問

題
を
考
慮
し
、
今
回
の
規
約
改
正
で
は
、
学

年
理
事
幹
事
の
交
代
を
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
、
理
事
幹
事
不
在
の
期
に
関
し
て

は
、
同
窓
会
本
部
も
関
与
で
き
る
よ
う
に
修

正
を
加
え
ま
し
た
。

①
よ
り
多
く
の
ご
意
見
を

　

年
1
回
の
学
年
理
事
幹
事
会
が
、
同
窓
会

本
部
の
報
告
だ
け
の
場
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
常
日
頃
か
ら
意
思
疎
通
を
図
り
、
会
の

発
展
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に

会
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
年
次
総
会
に
提

案
す
る
議
案
は
、学
年
理
事
幹
事
会
で
議
論
、

承
認
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
、
学
年
理
事

幹
事
の
皆
様
の
積
極
的
な
関
わ
り
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
幅
広
い
ご
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
各
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
の

方
に
も
、
新
た
に
学
年
理
事
幹
事
会
の
一
員

と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
幹
事
会
の
充
実
を
目

指
し
ま
す
。

　

本
年
の
、
学
年
理
事
幹
事
会
で
提
案
、
承

認
を
受
け
た
後
、
総
会
へ
提
案
し
、
次
年
度

よ
り
の
改
正
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

規
約
改
正
提
案
趣
旨

 
会
員
増
に
対
応
し
た
旭
窓
会
運
営
を
目
指
し

 
規
約
改
正
を
提
案1 

な
ぜ
年
会
費（
協
力
金
）制
度
の

導
入
な
の
か
?

2 

学
年
理
事
幹
事
会
の
活
性
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3
月
29
日
、
道
頓
堀
ホ
テ
ル
で
28
期
の

同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
決
心
し
た
の

は
、
今
年
の
元
旦
の
こ
ろ
で
す
。
友
だ
ち

に
相
談
す
る
前
に
、
独
断
で
友
人
が
料
理

長
を
し
て
い
る
道
頓
堀
ホ
テ
ル
の
100
名
の

宴
会
を
予
約
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
5
年

前
の
40
歳
の
節
目
の
こ
ろ
に
も
一
度
計
画

し
て
挫
折
し
て
い
る
の
で
、
今
回
は
か
な

り
の
覚
悟
で
臨
み
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
二
人
の
同
期
生
の
死
で

す
。
同
期
会
当
日
、
出
席
し
た
方
に
も
終

わ
り
の
あ
い
さ
つ
で
話
し
ま
し
た
（
話
さ

な
い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
意
見
も
…
）が
、

私
に
と
っ
て
、
二
人
の
死
が
動
機
の
全
て

で
し
た
。
奇
し
く
も
去
年
、
28
期
の
2
年

9
組
で
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
、
中
村
志
保

里
さ
ん
と
稲
田
順
子
さ
ん
が
病
死
し
た
こ

と
で
す
。

　

私
た
ち
28
期
は
、
今
年
45
歳
を
迎
え
ま

す
。
仕
事
や
結
婚
・
出
産
・
育
児
と
、
学

生
気
分
の
ま
ま
楽
し
か
っ
た
独
身
時
代
の

20
代
を
終
え
る
こ
ろ
か
ら
、
30
代
は
人
生

の
節
目
。
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
や
試
練
を
乗

り
越
え
る
の
に
必
死
で
、
い
つ
し
か
年
賀

状
も
「
会
お
う
ね
」「
会
い
た
い
ね
」
の

や
り
取
り
が
続
く
ば
か
り
で
、
気
が
つ
く

と
40
代
半
ば
。

　

子
育
て
も
一
段
落
終
え
よ
う
と
し
て
い

る
友
人
が
多
い
中
で
、
や
っ
と
会
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
友
人
の

死
に
愕
然
と
し
ま
し
た
。

　
「
会
い
た
い
時
に
会
っ
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
」
と
悔
や
ま
ず
に
は
、
お
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
メ
ー
ル
が
で
き
る
便
利
な

世
の
中
に
な
っ
て
も
、
や
は
り
直
接
会
っ

て
顔
を
見
た
い
、
会
わ
な
け
れ
ば
！
そ
し

て
、
10
代
の
一
番
大
切
な
時
に
一
緒
に
過

ご
し
た
仲
間
で
、縁
を
紡
ぎ
直
し
た
い
と
、

今
年
の
年
賀
状
を
見
な
が
ら
決
心
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
が
大
変
で
し
た
。
個
人
情
報

保
護
法
と
い
う
、
主
婦
に
は
厚
い
壁
と
愛

媛
松
山
在
住
と
い
う
、
致
命
的
要
因
と

で
、
四
苦
八
苦
し
ま
し
た
。
旭
窓
会
の
田

中
会
長
の
協
力
と
大
阪
在
住
の
親
友
の
助

け
で
、
開
催
と
い
う
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着

け
た
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
美
和
子
・
キ
ヨ
・
伊
藤

君
・
金
山
君
・
酒
匂
君
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
の
み
ん
な
、
本
当
に
あ
り
が
と
ね
。

　

み
ん
な
の
連
係
プ
レ
ー
で
、

100
名
を

超
え
る
出
席
が
あ
り
、
3
時
間
、
お
し
ゃ

べ
り
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
小
川
先
生
・
島
田
（
長
谷
川
）・
松

本
清
豪
先
生
も
出
席
く
だ
さ
り
、
懐
か
し

さ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
二
次
会

は
70
名
ほ
ど
が
参
加
。
そ
の
後
、三
次
会
、

四
次
会
と
続
き
、
40
代
半
ば
の
体
は
、
翌

日
ヨ
レ
ヨ
レ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

無
事
、
28
期
の
同
期
会
を
終
え
て
、

5
ヶ
月
ほ
ど
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ク

ラ
ス
会
を
開
い
た
り
、
ラ
ン
チ
で
集
ま
っ

た
り
と
か
、
小
さ
な
集
ま
り
が
あ
っ
た
と

聞
く
た
び
に
、
う
れ
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
来
ら
れ
な
か
っ
た
皆
さ
ん
、
次

回
は
、
必
ず
会
い
ま
し
ょ
う
。

28
期　

吉
井
（
太
田
）
明
日
香

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Ｏ
Ｂ
会

　

8
月
3
日
（
日
）、
桜
ノ
宮
の
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
Ｏ
Ｂ
会
第
3
回
総
会
が
、
今
春
卒
業

の
新
会
員
を
迎
え
て
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
は
も
ち
ろ
ん
、
現
役

キ
ャ
プ
テ
ン
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
や
ガ
マ
の
油
売

り
の
口
上
、
子
ど
も
の
民
謡
な
ど
で
、

新
入
会
員
の
歓
迎
と
旧
交
を
温
め
な
が

ら
、
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
と
現
役
と
が
楽
し
い

ひ
と
時
を
共
有
し
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
度
総
会
で

13
期
と
26
期
と
が

同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
28
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン

”シ
ョ
ー
タ
イ
ム
カ
フ
ェ
“
で
行
わ
れ

た
旭
窓
会
総
会
に
、
13
期
と
26
期
が
、

｢

総
会
に
出
席
し
て
同
期
会
を
し
よ
う｣

と
呼
び
か
け
、集
ま
っ
た
皆
さ
ん
で
す
。

友
の
連
係
プ
レ
ー
で
こ
ぎ
つ
け
た

28
期
同
期
会 

13期のみなさん26期のみなさん

　40 期の鈴木祐美子さんが 8 月 22 日に行われた、カヌー　フラット
ウォーター　カヤックフォア　決勝で日本初の 6 位に入賞しました。
8 月 18 日予選、20 日準決勝と勝ち進み、アテネに続き、２大会連続
の決勝進出を果たしたものです。6 月からおよそ２ヶ月、メキシコで
高地練習し、北京に備えたとか。初入賞　おめでとうございます。

40期 鈴木祐美子さん  北京オリンピック
   カヌー・カヤックフォア500m

　　　　　　　    日本初の6位 入賞 !!
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　2008年度（平成20年）入学生（普通科57期生、
国際教養科17期生）から新制服になりました。
写真は制服のイメージです。紺色のブレザーと
チェック柄のスラックス、スカートです。冬服は
ネクタイ、リボンを着用します。ブレザーの胸に
は左のようなエンブレムが付きます。シャツは薄
いグレーです。夏服は少し明るいスラックス、ス
カートになります。女子は夏冬ともスカートとス
ラックスから選択します。寒い時期には、指定の
白またはグレーのセーター着用も認めます。オプ
ションでベスト・色違いのネクタイ・リボン、夏
服にはポロシャツも選択できます。

2008年　卒業生の卒業後の進路状況（単位％）

卒業生現役合格者状況（2008年度入試）

四年制国公立大学：大阪府立大学

関西以外の四年制私立大学：早稲田大学、上智大学、創価大学

関西の四年制私立大学：大阪音楽大学、大阪経済大学、大阪芸術大学、大
阪女学院大学、大阪工業大学、大阪国際大学、大阪産業大学、大阪樟蔭女
子大学、大阪商業大学、大阪電気通信大学、大谷大学、関西大学、関西外
国語大学、京都産業大学、京都外国語大学、京都造形芸術大学、京都ノー
トルダム女子大学、近畿大学、甲南大学、甲南女子大学、阪南大学、武庫
川女子大学、桃山学院大学、立命館大学、流通科学大学、龍谷大学　他

短期大学：大阪芸術大学短期大学、大阪女学院短期大学、大阪信愛女学院短
期大学、大阪成蹊短期大学、関西外国語大学短期大学、近畿大学短期大学部、
常磐会短期大学、武庫川女子大学短期大学、龍谷大学短期大学部　他

看護系専門学校、医療系専門学校、その他の専門学校

個人情報保護のため、2007年度より合格者数については公表していません。

エンブレム制服写真   左：冬服  右：夏服

　

２
０
０
７
年
４
月
か
ら
毎
月
、

旭
高
校
で
は
『
旭

NOW
』
を
発
行
し
、

今
年
８
月
号
で
17
号
に
な
り
ま
す
。

主
に
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
旭

や
旭
の
生
徒
の
様
子
を
知
ら
せ
、

旭
高
校
を
受
験
す
る
生
徒
を
増
や

し
て
い
こ
う
と
い
う
、
ミ
ニ
情
報

紙
で
す
。

　

２
０
０
８
年
４
月
号
で
は
、
新

入
生
280
人
を
迎
え
た
入
学
式
の
様

子
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
タ
イ
か
ら

来
た
留
学
生
２
名
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
５
月
号
で
は
生
徒
会
役
員

選
挙
や
春
の
遠
足
、
６
月
号
で
は

台
湾
屏
東
高
級
工
業
職
業
学
校
の

生
徒
34
名
の
来
校
と
体
育
祭
の
様

子
を
伝
え
て
い
ま
す
。
７
月
号
で

は
Ｆ
Ｍ
大
阪
が
旭
の
部
活
を
紹
介

し
た
こ
と
や
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
来
校
者
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
度
１
学
期
現
在
の

国
際
交
流
は
、
４
月
８
日
か
ら
長

期
留
学
生
と
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

と
タ
イ
か
ら
各
１
名
、
５
月
29
日

台
湾
か
ら
34
名
、
７
月
10
～
18
日

ド
イ
ツ
か
ら
９
名
が
来
校
し
、
本

校
の
生
徒
が
、
韓
国
と
タ
イ
へ
長

期
留
学
し
て
い
ま
す
。

校
長
先
生
か
ら

こ
ん
な
情
報

い
た
だ
き
ま
し
た

『旭NOW』
発行

学
区
再
編
後

存
在
感
を
増
す 

旭

四年制大学
45.0

短期大学
14.9

専門学校
18.9

予備校
11.7

就職・公務員 4.0

その他 4.578.8

新制服の紹介2008年（平成20年）３月卒業生の進路状況 普通科：54期生
国際教養科：14期生

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
本
校

教
育
活
動
に
多
大
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
本
校
の
入
学
試
験
は
国
際

教
養
科

1.86
倍
、
普
通
科
は
府
下
最
高
倍
率

の
1.61
倍
と
本
校
の
存
在
感
を
増
し
て
お

り
、
教
職
員
一
同
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目

指
し
、
中
学
校
訪
問
等
に
取
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
私
自
身
は
学
校
や
放
送
局

等
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
卒
業
生

に
お
会
い
す
る
機
会
が
多
く
、
伝
統
校
と

し
て
の
重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

１
学
期
の
校
内
行
事
と
し
て
は
ド
イ

ツ
よ
り
七
名
の
生
徒
が
来
校
、
副
総
領
事

を
迎
え
て
様
々
な
行
事
を
実
施
、
２
学
期

に
は
姉
妹
校
ア
デ
レ
ー
ド
校
生
が
来
校

し
、
益
々
旭
高
校
に
は
世
界
の
風
が
吹
い

て
お
り
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
部
活
動
で
も
、
野
球
部
は
対

東
海
大
仰
星
戦
で
粘
り
を
発
揮
、
放
送
部

は
６
年
連
続
全
国
大
会
出
場
、
吹
奏
楽
部

も
府
大
会
銀
賞
と
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
同
窓
会
に
は
無
理
な
お

願
い
ば
か
り
で
恐
縮
で
す
が
、
今
後
共
母

校
を
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
近
況
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

校
長

　

井
上　

正
英



旭 窓 会 報（7）第36号 2008年（平成20年）９月25日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

旭窓会旭窓会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

同窓生の、同窓生による、同窓生のためのHPつくりをめざします。
住所変更･ご提案･ご要望･ご意見　メール下さい。

「旭窓会公式ホームページ」
ご覧いただいていますか？

jimukyoku@kyokusoukai.info

紹介のページ
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幹事：滝本伸行
　　　06－6953－3086　HP：090－8538－5159
　　　メールアドレス：cosmostaki@vega.ocn.ne.jp
　　　福井（阪上）ケイ子

11期卒業生の皆様へ！

3 月 22 日（土）大阪城ホール 1F にて村田、安永、
益田先生もご出席いただき、
49 名の仲間と共に同期会を開催し、みんなで楽しい
ひと時を持つ事ができました。

高校時代と同じ旅程を計画しますので情報をお持ちの
方はぜひ、幹事までご連絡お願いします。

● 同期会は今後は継続して毎年一回開催する。
● 65 歳時には二回目の修学旅行同期会を開催する。

14 期、ソフトボール部 OG 会・美術部・新聞部の皆さん、総会とリンク
して同期会・OB/OG会を開催します。
参加される方は、同封の返信ハガキのお名前のうしろに『14 期』『ソフト
ボール部』『美術部』『新聞部』と赤字で記入して下さい。

総会と

リンク

します

14 期 ソフトボール部OG会

新聞部

旭を卒業して、早40年です。来年は還暦を迎えます。
来年は単独の同期会を開催予定です。
総会時に皆様のご意見をお伺いしたいと考えてい
ます。
総会の参加をお待ちしています。

14期世話人　栗本卓司
TEL 072－957－6269

北京オリンピックの活躍を見て、あの暑い夏の練習を思
い出しました。お世話になった顧問の先生、よく怒って
くれた先輩、練習の後のおしゃべり等々　いい想い出で
す。単独のOG会開催にむけて総会にご参加下さい。

ソフトボール部OG会準備会発起人
20期　須山美恵子（神崎）、辻川　博美
27期　氏内　真紀（宮口）、渋谷真由美

窪田　貴子（辻川）　　　　　　
連絡先  辻川 博美  TEL 06－6913－4668

情報社会の中で、旭の改革にペンを持ったあの時
代にタイムスリップしませんか？　現在は旭高校
には新聞部はありませんが、生徒会で一部活動し
ています。現役への援助も検討しております。

　新聞部OB会発足準備会世話人
今井　修（31期）

　　  TEL 06－6968－3291
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有限会社 中村商店
中　村　栄　造（2期生）

〒544－0031　大阪市生野区鶴橋5－21－22
TEL（06）6712－1556
FAX（06）6712－0403

薄鋼板販売
早朝会･月例会 と！！新鮮な情報の

奉仕で　振興して　行くどー！
NPO  企振連  ICDO感謝そして希望と活動

関西最大級の異業種交流成果展示即売展
に参加しよう！！

“人の輪･衆智･繁栄” 人と企業を活性化する

NPO法人 SKC企業振興連盟協議会
SKC船場経済俱楽部

事　　務　　局
〒541─0055  大阪市中央区船場中央2─1─4─411
☎（06）6261─8000㈹　Fax（06）6261─6539
http://www.skc.ne.jp　E:senba@skc.ne.jp

SENBA
昭和55年創設

（５期生）

新畳・表替・裏返し・敷物

赤松畳店
赤　松　幸太郎（6期生）

TEL 06－6951－6745　FAX 06－6951－6745
大阪市旭区新森5丁目13-3 新森公園北へ50m右側

税理士法人 テイタス
藤　原　　均（12期生）

大阪市城東区中央１丁目11番３号
TEL(06)6933-4351  FAX 6933-0002
e-mail fujiwara-ttas@tkcnf.or.jp
U R L http://www.tkcnf.com/fmc

通産省認定日本バンケット事業協同組合加盟
（有）パーティープロダクション

ジュン
　　　　　（松　田　とよ子）
　　　　　　　　　　　 （14期生）

代表取締役　中　山　かおる

〒543-0012　大阪市天王寺区空堀町4-17
　　　　　　ネオコーポ真田山公園602号
 　代表　TEL（06）6762-5233
　 　　　FAX（06）6765-7668　

　　　

みずほパートナーズ
法律事務所
岩﨑　利晴（23期生）

大阪市北区堂島1丁目1番25号  新山本ビル5階
TEL 06－6442－0167　FAX 06－6442－0703
E-mail  t.iwasaki@mizuho-law.jp

ホテルビスタプレミオ堂島

山　本　敦　史（38期生）

〒535-0021　大阪市旭区清水4-1-6

　 TEL　06-6955-1417

炭火焼鳥
畳・襖・室内装飾・木製建具

本　　　社 大阪市旭区高殿 4丁目 19番 2号
〒535－0031 TEL（06）6951－5969　FAX（06）6951－5966
 E-mail：info@koikeshoten.com
 URL http://www.koikeshoten.com

寝屋川工場 寝屋川市点野 3丁目 19番１号

株式会社　小 池 商 店K
代表取締役　小 池 　 元（18期）

シメノ

  田中米穀店です 
お客様専用

い ろ じ ろ パッパ

（フリーダイヤル）

田　中　健　司（14期生）

大阪市鶴見区鶴見3丁目8-10　☎(06)6911-5646

辻川新聞舗

本社　事 業 本 部　大阪市鶴見区鶴見2－3－17
　　　　　　　　　　☎6930－1588　FAX6930－1641
本店　鶴見町販売所　☎6912－7349　FAX6913－6264
支店　放出販売所　☎6782－1470　FAX6782－1470
支店　徳庵販売所　☎6744－3851　FAX6744－3851

島 巻 聖 三
（７期生）

株式会社 ヤマテン
〒538－0053　大阪市鶴見区鶴見 5－4－23
TEL 06－6911－7400 ／ FAX 06－6911－7778

URL：http://www.yamaten.com
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和
気
先
生
の
一ひ

と

言
で
東
京
へ

―
― 

和
気
先
生
に
東
京
芸
術
大
学
へ
と

い
わ
れ
て
、
一
浪
し
て
入
学
。
反
戦
絵
画

を
描
き
始
め
、
ベ
平
連
の
反
戦
デ
モ
に
参

加
。
2
年
生
の
１
９
６
９
年
10
月
21
日
、

国
際
反
戦
デ
ー
の
新
宿
騒
乱
で
機
動
隊
と

中
核
派
の
間
に
挟
ま
れ
逃
げ
場
を
失
い
、

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
初
の
逮
捕
者
だ

と
、
あ
る
教
授
の
意
見
で
退
学
に
。

芸
大
時
代
の
恩
師
小
磯
良
平
か
ら
京
の

東
山
魁
夷
を
た
ず
ね
よ
、
と

―
― 

2
年
ほ
ど
、
新
宿
で
似
顔
絵
を

描
く
生
活
。
人
助
け
を
し
て
や
く
ざ
か

ら
仕
返
し
さ
れ
、右
手
に
傷
跡
が
残
り
、

今
も
中
指
が
伸
び
ま
せ
ん
。
左
利
き
で

助
か
り
ま
し
た
。

　

大
阪
に
戻
り
、
返
還
前
の
沖
縄
に
も

絵
を
描
き
に
行
き
ま
し
た
。
あ
る
日
、

実
家
に
芸
大
の
恩
師
小
磯
良
平
か
ら
電

話
が
…
。
京
都
の
東
山
魁
夷
を
訪
ね
て

み
よ
、
と
い
う
伝
言
で
す
。
東
山
は
、

ス
ペ
イ
ン
へ
行
け
、
紹
介
状
も
書
く
か

ら
…
と
。

ジ
ン
と
マ
ン
ド
リ
ン
と
小
磯
先
生

―
― 

大
学
時
代
、
2
度
ほ
ど
小
磯
先

生
と
ジ
ン
を
飲
み
、
酔
う
ほ
ど
に
父
親

に
教
え
ら
れ
た
マ
ン
ド
リ
ン
で
”丘
を

越
え
て
“や
”影
を
慕
い
て
“を
演
奏
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ン
と
マ
ン
ド

リ
ン
の
音
色
が
好
き
な
先
生
が
、
卒
業

し
て
い
な
い
教
え
子
に
東
山
魁
夷
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
ジ
ン
と

マ
ン
ド
リ
ン
が
印
象
に
残
る
学
生
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

100
枚
の
絵
と
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
で
覚

え
た
ス
ペ
イ
ン
語

―
― 

１
９
７
４
年
、
紹
介
状
を
も
ら

わ
ず
、
片
道
チ
ケ
ッ
ト
と
当
座
の
生
活

費
を
持
ち
ス
ペ
イ
ン
へ
。
マ
ド
リ
ー

ド
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
と
、
オ
リ
ー
ブ
畑

で
季
節
労
働
者
と
働
き
な
が
ら
絵
を
描

き
ま
し
た
。
持
参
し
た
お
金
が
底
を
つ

き
、
プ
ラ
ド
美
術
館
前
で
似
顔
絵
描

き
。
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
は
申
し
込
ん

で
2
年
、
2
ヶ
月
か
け
て
模
写
。
ス
ペ

イ
ン
人
画
商
の
紹
介
で
国
立
美
術
ア
カ

デ
ミ
ー
・
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
月
例
講

習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

わ
ら
半
紙
に
描
い
た
絵
と
ボ
デ
ィ
ラ

ン
ゲ
ー
ジ
、
食
事
は
パ
ン
と
チ
ー
ズ
と

赤
ワ
イ
ン
だ
け
の
生
活
を
4
年
も
続
け

る
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
読
み
書
き
に
不
自

由
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
語
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝

―
― 

１
９
７
８
年
、
日
本
大
使
館
主

催
ス
ペ
イ
ン
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と

も
1
位
で
優
勝
。
参
加
者
は
商
社
駐
在

員
や
東
京
外
大
ス
ペ
イ
ン
語
科
首
席
卒

業
の
3
等
書
記
官
も
い
ま
し
た
。
地
元

の
人
に
混
じ
っ
て
生
活
し
て
会
得
し

た
、
貧
乏
絵
描
き
の
土
着
の
ス
ペ
イ
ン

語
が
勝
ち
ま
し
た
。

　

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
で
は
、　
”サ

ル
ー
“と
い
う
乾
杯
の
発
声
を
、
”ア

　

リ
ー
バ
、
ア　

ラ　

バ
ッ
ホ
、
ラ　

セ
ン
ト
ロ
、ラ　

ボ
ッ
カ　

サ
ル
ー
“と

言
い
ま
す
。

”サ
ク
ラ
“で
後
輩
と
出
会
う

―
― 

コ
ン
テ
ス
ト
を
知
っ
た
の
は
、絵

が
売
れ
て
日
ご
ろ
行
け
な
い
日
本
料
理

店
”サ
ク
ラ
“に
行
き
、
偶
然
ポ
ス
タ
ー

を
目
に
し
た
か
ら
で
す
。

　

後
年
、
O
社
美
術
部
の
人
た
ち

と
”サ
ク
ラ
“で
、
飲
み
、
フ
ラ
メ
ン
コ

を
踊
り
、
歌
い
…
。
誰
も
知
ら
な
い
は

ず
の
、
♬
創
造
の
眼　

す
ま
し
て
♬
と

歌
う
と
、
刺
身
包
丁
を
持
っ
た
人
が
出
て

き
て
、「
旭
の
校
歌
で
す
よ
ね
。懐
か
し
い
」

と
。
確
か
、
料
理
修
行
に
来
て
い
た
19
期

の
S
君
で
す
。

セ
ビ
リ
ア
万
博
日
本
パ
ビ
リ
オ
ン

―
― 

語
学
力
は
、
2
度
目
の
ス
ペ
イ

ン
で
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

１
９
９
２
年
、
セ
ビ
リ
ア
万
博
日
本

パ
ビ
リ
オ
ン
の
イ
ン
テ
リ
ア
を
担
当
。

ス
ペ
イ
ン
語
が
達
者
で
デ
ザ
イ
ン
が
で

き
る
と
、
日
本
貿
易
振
興
会
（
ジ
ェ
ト

ロ
）
に
い
た
友
人
の
紹
介
で
す
。
主
任

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
16
人
の
ド
イ
ツ

人
技
師
と

104
人
の
ス
ペ
イ
ン
人
を
束

ね
、
ド
イ
ツ
と
ス
ペ
イ
ン
と
を
何
往
復

も
し
た
も
の
で
す
。

　

１
９
９
２
年
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア

メ
リ
カ
大
陸
発
見

500
周
年
。
北
の
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
南
の
セ
ル

ビ
ア
で
万
博
と
、
ス
ペ
イ
ン
中
が
沸
き

立
っ
て
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
局
の
製
作
グ
ル
ー
プ
に

　

１
９
８
１
年
、
31
歳
で
8
年
間
い
た

ス
ペ
イ
ン
か
ら
帰
国
。
母
を
安
心
さ
せ

ろ
と
、
伯
父
の
縁
で
テ
レ
ビ
局
に
入
社

し
、6
年
半
勤
め
ま
し
た
。『
プ
ロ
ポ
ー

ズ
大
作
戦
・
新
婚
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
』
な
ど
は
私
の
製
作
グ
ル
ー
プ
の
仕

事
で
評
価
を
得
ま
し
た
。
結
婚
し
て
2

人
の
子
が
い
ま
し
た
が
、
コ
マ
ー
シ
ャ

リ
ズ
ム
の
中
、
ど
っ
ぷ
り
ぬ
る
ま
湯
に

つ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
１
９
８
８
年

12
月
、
再
び
ス
ペ
イ
ン
へ
。
テ
レ
ビ
局

や
身
内
に
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
て
…
。

　

ド
イ
ツ
や
マ
ド
リ
ー
ド
で
作
品
展
を

開
催
、
在
ス
ペ
イ
ン
日
本
人
の
選
抜
展

に
も
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し

た
。
フ
ラ
ン

コ
総
統
や
取

り
巻
き
を
批

判
し
た
絵
で
す
。
日
本
人
だ
か
ら
投
獄

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

2
度
の
滞
在
で
描
い
た
絵

170
点
ほ
ど

を
、
預
け
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
の
友
人
が

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
移
住
す
る
と
い
い
ま

す
の
で
、
も
う
少
し
先
に
絵
を
引
き
取

り
に
行
く
予
定
で
す
。

老
親
介
護
後
は
ス
ペ
イ
ン
へ

―
―
再
び
日
本
へ
帰
っ
て
き
た
の
は
、

折
々
に
届
く
手
紙
と
写
真
を
見
て
、
子

ど
も
に
す
ま
な
い
と
…
。

　

今
は
、
武
蔵
野
美
術
大
学
講
師
や
京

都
教
育
大
学
客
員
講
師
を
し
、
Ｔ
Ｖ
の

イ
ベ
ン
ト
の
仕
事
で
喰
っ
て
い
ま
す
。

後
2
年
で
60
歳
。
私
と
妻
の
老
親
介

護
の
後
に
、
一
人
で
ス
ペ
イ
ン
へ
”帰

る
“予
定
で
す
!!

　
2
万
人
を
超
す
会
友
を
有
す
る
旭
窓
会
。
海
外
で
活
躍
す
る
会
友
も
多
い
。
15

期
の
浦
野
理
史
氏
も
そ
の
一
人
。
20
代
か
ら
2
度
、通
算
16
年
ス
ペ
イ
ン
に
滞
在
。

現
在
は
、
京
都
教
育
大
学
（
美
術
専
攻
）
客
員
講
師
や
武
蔵
野
美
術
大
学
講
師
を

務
め
る
。

　
ア
　
リ
ー
バ

　
ア
　
ラ
　
バ
ッ
ホ

　
ラ
　
セ
ン
ト
ロ

　
ラ
　
ボ
ッ
カ

　
サ
ル
ー

人
に
は
、
上
も
下
も
真
ん
中
も
、

上
層
階
級
も
下
層
階
級
も
な

い
。
口
に
入
れ
て
、
健
康
の
た

め
に
乾
杯

 

が
ん
ば
る
同
窓
生

浦
野
理さ
と
し史
氏
（
15
期
）
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今
年
は
、
数
学
科
の
辻
村
明
郎
先
生

で
す
。
教
員
生
活
の
大
半
、
32
年
間
を

旭
で
過
ご
さ
れ
た
先
生
の
こ
と
を
覚
え

て
お
ら
れ
る
会
友
も
大
勢
お
ら
れ
る
は

ず
で
す
。

旭
に
32
年
間
在
職
さ
れ
て
い
ま
す
が

…
。　

―
― 

着
任
時
は
、
本
館
と
南
館
だ
け

で
、
北
館
は
ま
だ
工
事
中
で
し
た
。

　

教
員
採
用
試
験
は
合
格
し
て
い
ま
し

た
が
、
当
時
は
大
変
な
就
職
難
。「
旭

で
は
物
理
は
い
ら
な
い
が
、
数
学
は
い

る
そ
う
だ
」
と
の
友
人
情
報
で
単
身
旭

へ
。
坂
本
正
一
教
頭
に
応
対
し
て
も
ら

い
、
後
日
、
綾
仁
信
次
郎
校
長
か
ら
の

電
話
で
採
用
が
内
定
。

　

綾
仁
校
長
は
い
わ
ゆ
る
や
り
手
で
し

た
。
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
3
月
、

今
も
食
堂
と
し
て
使
用
す
る
旭
窓
会
館

が
竣
工
。
勤
務
評
定
提
出
は
第
1
号
で

し
た
。
綾
仁
校
長
に
対
す
る
見
方
は
い

ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
正
方
形
の
色
紙
を
真
二

つ
に
、
長
方
形
と
三
角
形
に
折
る
時
と

で
は
、
面
積
は
等
し
く
て
も
形
は
違
っ

て
見
え
る
も
の
で
す
。

30
年
代
の
生
徒
は
、
ど
の
よ
う
な
生
徒

で
し
た
か
？

―
― 

ひ
と
口
で
い
う
と
、
お
と
な
し

い
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
女
子
の
ほ
う

が
、
旭
に
憧
れ
を
持
ち
入
学
し
た
せ
い

か
元
気
で
し
た
。
確
か
被
服
科
の
松
下

知
子
先
生
デ
ザ
イ
ン
の
制
服
に
人
気
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
男
子
は
、
制
服
を

着
た
女
子
が
か
わ
い
く
て
入
学
！
ほ
ん

と
か
な
？

　

長
い
間
に
は
生
徒
の
気
質
も
変
わ

り
、
今
で
は
授
業
の
こ
と
よ
り
も
、
卒

業
ア
ル
バ
ム
づ
く
り
や
、
修
学
旅
行
、

生
活
指
導
を
担
当
し
た
こ
と
な
ど
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

印
象
に
残
る
こ
と
は
？

―
― 

旭
に
来
て
間
も
な
い
頃
の
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
お
世
話
で
は
、
今
で
は
考

え
ら
れ
な
い
、
恩
師
や
教
職
員
に
加
え

て
府
の
功
労
者
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。
新
米
教
員
で
し
た
の
で
指
示
に

従
っ
て
載
せ
ま
し
た
。
で
も
、
ど
う
も

お
か
し
い
。こ
の
件
は
後
に
問
題
化
し
、

つ
い
に
は
「
校
長
の
写
真
が
い
る
卒
業

生
は
校
長
室
に
取
り
に
来
い
」
と
な
り

ま
し
た
。

　

あ
る
期
の
ア
ル
バ
ム
の
表
紙
の
色

を
、
美
術
の
和
気
史
郎
先
生
に
た
ず
ね

る
と
、即
座
に「
白
地
に
金
文
字
。
ピ
ー

ス
の
感
覚
で
」
と
の
答
え
。
い
つ
も
通

り
生
徒
の
デ
ザ
イ
ン
で
『
白
地
に
金
文

字
』
を
採
用
し
ま
し
た
。
12
期
の
修
学

旅
行
で
は
、
8
㎜
の
撮
影
機
を
も
っ
て

行
き
ま
し
た
。
後
に
、
卒
業
生
の
S
君

に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学

校
に
あ
り
ま
す
よ
。

生
活
指
導
と
し
て
は
？

―
― 

生
活
指
導
や
学
級
担
任
と
し
て

で
は
、
こ
こ
で
言
え
な
い
よ
う
な
つ
ら

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
悔

い
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
16
期
生
に
授

業
を
き
ち
ん
と
で
き
な
か
っ
た
こ
と

か
。
学
園
紛
争
の
た
め
で
す
。
み
ん
な

を
静
め
る
た
め
学
校
で
徹
夜
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

昔
は
校
門
を
閉
め
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
昼
休
み
は
、
勝
手
に
学
校
を
出
て

行
く
生
徒
を
見
張
っ
て
い
ま
し
た
。
多

分
、
生
徒
か
ら
は
恨
ま
れ
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
や
は
り
12
期
生
が
3
年
生

の
時
、
体
育
祭
の
応
援
ス
タ
ン
ド
を
作

る
か
ど
う
か
で
、
生
徒
が
学
年
集
会
を

開
き
ま
し
た
。
最
終
的
に
ス
タ
ン
ド
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
の

時
は
、
生
徒
の
た
め
に
、
私
の
軽
自
動

車
で
ベ
ニ
ヤ
板
だ
っ
た
か
ダ
ン
ボ
ー
ル

だ
っ
た
か
を
運
び
ま
し
た
。
こ
の
時
は

逆
に
生
活
指
導
の
先
生
か
ら
憎
ま
れ
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
時
恒
例

だ
っ
た
、
ク
ラ
ス
対
抗
仮
装
行
列
は
、

皆
、
一
生
懸
命
し
て
い
た
も
の
で
す
。

今
は
、
奥
様
と
…
。

―
― 

旭
か
ら
高
津
高
校
の
定
時
制
、

浪
速
学
園
高
等
学
校
と
勤
め
ま
し
た
。

今
は
、
晴
れ
た
ら
植
木
の
手
入
れ
や
草

引
き
、
雨
な
ら
家
の
中
で
ゴ
ソ
ゴ
ソ
仕

事
。

　

浪
速
の
同
窓
会
誌
に
「
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
を
持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
不
自
由

な
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
新
調
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
、
列
車
の
窓
か
ら

世
界
を
眺
め
る
の
も
楽
し
み
で
す
」
と

近
況
報
告
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
会
友
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

―
― 

今
年
2
月
27
日
放
映
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
そ
の
時
歴
史
は
動
い
た
」
を
見
ま
し

た
か
？
昭
和
20
年
、
日
本
上
空
に
ま
か

れ
た
降
伏
を
促
す
ビ
ラ
を
書
い
た
、
元

海
軍
の
水
野
広
徳
の
話
で
す
。
軍
国
主

義
だ
っ
た
水
野
を
軍
備
撤
廃
を
唱
え
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
転
身
さ
せ
た
も
の

は
、と
い
う
た
い
そ
う
重
い
内
容
で
し
た
。

　

授
業
で
は
、
一
切
政
治
的
な
話
し
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
、
こ
れ
だ
け

は
言
っ
て
お
き
た
い
。「
戦
争
だ
け
は

絶
対
す
る
な
」
と
。
戦
争
を
始
め
る
の

は
簡
単
で
す
が
、
終
わ
る
の
は
難
し

い
。負
け
れ
ば
惨
め
な
の
は
も
ち
ろ
ん
、

勝
っ
て
も
そ
れ
な
り
の
犠
牲
を
払
っ
て

い
ま
す
。
一
瞬
に
し
て
文
化
も
破
壊
さ

れ
ま
す
。
文
化
は
、
コ
ツ
コ
ツ
と
長
い

間
積
み
重
ね
て
で
き
る
も
の
で
、
守
り

こ
そ
す
れ
、
破
壊
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
の
日
本
は
、
世
界
は
今
、

大
き
な
曲
が
り
角
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

取
材
を
終
え
て

　

取
材
を
お
願
い
し
た
日
は
、
都
合
が
悪
い

…
と
お
っ
し
ゃ
る
先
生
。
週
1
回
、
車
で
奥

様
を
稽
古
先
ま
で
送
っ
て
い
か
れ
る
日
と

か
。
別
の
日
に
ご
自
宅
で
話
を
伺
っ
た
。
お

二
人
は
、
現
代
版
、
翁
と
媼
の
よ
う
だ
っ
た
。

覚
え
て
い
ま
す
か
　
　 

先
生

数
学
科 

辻
村
明
郎
先
生

　

  

１
９
５
５（
昭
和
30
）年
4
月
～

　
　
　

１
９
８
７
（
昭
和
62
）年
3
月

あ
のこ
の

マ
ジ
ョ
ー
レ
暮
色
を
背
に
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辻
村
先
生
と
浦
野
氏
を
取
材
中
、
美

術
の
和
気
史
郎
先
生
の
名
が
出
て
き
ま

し
た
。
聞
け
ば
、
今
年
は
、
和
気
先
生

没
後
20
年
に
あ
た
る
と
か
。
没
後
20
年

の
『
和
気
史
郎
展
』
も
開
催
さ
れ
た
。

　

和
気
先
生
は
、
１
９
２
５
年
、
栃
木

県
塩
谷
町
に
生
ま
れ
。
東
京
芸
術
大
学

で
安
井
層
太
郎
に
師
事
。
生
家
の
石
蔵

2
棟
を
美
術
館
と
し
て
絵
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
旭
高
校
に
は
、１
９
５
８（
昭

和
33
）
年
4
月
か
ら
１
９
７
７
（
昭
和

52
）
年
3
月
ま
で
在
籍
。

辻
村
先
生
の
話
か
ら

―
― 

こ
こ
に
3
枚
の
絵
が
あ
り
ま
す
。

　

和
気
先
生
と
は
、
生
徒
の
成
績
の
こ

と
や
教
員
組
合
の
分
会
の
こ
と
な
ど
話

す
、
若
手
の
同
僚
で
し
た
。

　

１
９
７
７
年
、
和
気
先
生
は
転
出
。

１
９
８
１
年
、
サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
で

あ
っ
た
全
校
生
徒
の
文
化
鑑
賞
会
の
帰

り
、
大
阪
丸
ビ
ル
で
『
和
気
史
郎
展
』

と
い
う
看
板
が
目
に
入
り
。
2
階
の
𠮷

美
画
廊
に
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の

時
、能
面
の
絵
に
感
動
。
や
っ
と
こ
さ
、

購
入
し
た
の
が
『
慈
光
』
で
す
。
何
度

見
て
も
飽
き
な
い
味
の
あ
る
絵
で
し
ょ

う
。
翌
年
、
娘
の
た
め
に
「
マ
ジ
ョ
ー

レ
暮
色
」
を
買
い
求
め
ま
し
た
が
、
家

内
が
と
て
も
気
に
入
り
、
今
も
こ
の
部

屋
に
飾
っ
て
い
ま
す
。
家
内
は
和
気
さ

ん
の
こ
と
を
、根
は
誠
実
な
方
で
あ
り
、

絵
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

あ
る
卒
業
生
は
、
作
品
の
提
出
期
限

が
過
ぎ
教
科
研
修
室
ま
で
絵
を
持
っ
て

い
く
と
、
部
屋
中
能
面
の
絵
で
、
も
の

す
ご
く
強
い
印
象
を
持
っ
た
こ
と
を
今

も
覚
え
て
い
る
と
か
。
彼
も
和
気
先
生

を
慕
い
、
パ
ス
テ
ル
画
を
購
入
し
て
い

ま
す
。

―
― 

今
年
は
、
和
気
さ
ん
没
後
20
年

の
節
目
で
す
。「
旭
窓
」
取
材
の
話
を

受
け
た
時
、
ぜ
ひ
和
気
先
生
の
話
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
和
気
さ
ん

は
、
日
本
の
原
風
景
や
伝
統
文
化
を
油

絵
で
表
現
し
、
立
派
な
作
品
を
数
多
く

残
し
て
い
ま
す
。
𠮷
美
画
廊
も
彼
の
作

品
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
和
気
先
生
の

絵
の
評
価
を
尋
ね
ら
れ
た
り
も
し
ま

す
。
和
気
さ
ん
と
接
触
し
た
時
間
は
、

極
め
て
短
い
の
で
す
が
、
私
た
ち
二
人

の
間
に
は
、
な
ん
だ
か
、
親
密
な
も
の

を
感
じ
ま
す
。

　

今
年
4
月
、
和
気
史
郎
没
後
20
年
展

を
開
催
し
て
い
る
𠮷
美
画
廊
に
5
期
生

数
人
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。『
和

気
史
郎
展
』
と
い
う
看
板
に
惹
か
れ
た

の
で
し
ょ
う
。「
辻
村
先
生
、
な
ん
で

こ
こ
に
お
る
ん
や
」
で
始
ま
り
、
周
り

が
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
盛
り
上
が
り
、

和
気
先
生
の
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
も

の
で
す
。

―
― 

病
気
で
よ
く
休
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
夏
休
み
明
け
な
ど
「
私
の
席
は
ま

だ
、
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
心
配
さ

れ
た
り
、
校
内
の
選
挙
で
は
、
ピ
ー
ス

の
中
箱
に
名
前
を
書
い
て
お
き
、
そ
っ

と
引
き
出
し
て
見
て
投
票
す
る
と
か
、

茶
目
っ
気
も
あ
る
人
で
し
た
よ
。
す
で

に
時
効
だ
か
ら
い
い
で
し
ょ
う
。「
休

職
中
に
パ
リ
に
居
た
。
女
房
は
ロ
ン
ド

ン
に
」
な
ん
て
、
平
気
で
言
っ
て
ま
し

た
な
ぁ
。

　

人
柄
も
絵
も
、
人
を
引
き
つ
け
る
す

ご
い
も
の
を
持
っ
て
い
た
和
気
先
生
で

す
。
実
は
、
世
界
を
目
指
し
て
描
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

福
田
先
生
の
話
か
ら

―
― 

長
男
の
誕
生
の
折
の
こ
と
を
年

賀
状
の
一
文
に
書
く
と
、
感
激
し
た
和

気
さ
ん
が
男
の
子
の
絵
を
色
紙
を
書
い

て
く
れ
ま
し
た
。
今
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

浦
野
氏
の
話
か
ら

―
― 

3
年
生
の
夏
休
み
、
美
術
研
修

室
で
先
生
と
絵
を
描
い
て
い
る
と
、
先

生
が
上
半
身
裸
に
。
の
ど
元
か
ら
下
に

30
㎝
ほ
ど
メ
ス
痕
が
見
え
ま
し
た
。
見

て
は
い
け
な
い
も
の
を
見
た
気
が
し
ま

し
た
が
、
飲
み
す
ぎ
と
服
毒
自
殺
の
後

遺
症
だ
と
か
。
そ
の
時
に
、「
絵
は
命

を
か
け
て
や
る
大
変
な
も
の
。君
、や
っ

て
い
け
る
？
」と
た
ず
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ン
パ
リ
の
眼
。
だ
が
、
自
分
の
考

え
て
い
る
一
点
を
見
つ
め
て
い
る
…
、

威
風
の
あ
る
先
生
。
醸
し
出
す
雰
囲
気

も
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
、
自
然
の
発
露
の

よ
う
に
生
き
て
い
る
先
生
で
し
た
。

　

多
感
な
時
期
に
絵
に
出
会
い
、
先
生

に
”命
を
か
け
て
や
る
も
の
“
と
い
わ

れ
て
「
こ
れ
で
や
っ
て
い
こ
う
」
と
決

心
。
和
気
さ
ん
は
「
と
こ
ろ
で
、
君
、

ど
こ
へ
い
く
ん
だ
」
と
た
ず
ね
、「
市

立
京
都
美
大
（
当
時
）
に
行
く
つ
も
り

で
す
」
と
答
え
る
と
、「
そ
れ
な
ら
中

央
に
出
よ
。
東
京
芸
大
が
い
い
」
と
薦

め
ら
れ
、
1
浪
で
東
京
芸
術
大
学
美
術

部
油
絵
科
に
合
格
し
ま
し
た
。

編
集
後
記

『マジョーレ暮色』（辻村先生所有）

『慈光』（辻村先生所有）

〈𠮷美画廊「和気史郎展」案内ハガキから〉

　　
”あ
の
先
生
は
今
“
で
、
２
０
０
６
年
の
福
田

先
生
と
、
今
年
の
辻
村
先
生
の
お
二
人
か
ら
、
美

術
科
の
和
気
先
生
の
お
話
を
伺
っ
た
。
今
年
は
そ

の
和
気
先
生
の
没
後
20
年
に
当
る
。
会
友
の
取
材

も
、
美
術
部
Ｏ
Ｂ
で
な
に
か
、
奇
し
き
縁
を
感
じ

る
。
先
生
を
知
ら
な
い
会
友
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
、
”洋
画
家　

和
気
史
郎
“
を
検
索
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

美
術   

和
気
史
郎 

先
生

あ
のこ
の

覚
え
て
い
ま
す
か

　
　
　
先
生


